
みなさん、毎日操業おつかれさまです！エマは今日も元気です！
すこしずつ春らしい日も増えてきましたが、春といえば「ばっけ」！ふきのとうで
すね。（なんで「ばっけ」っていうんだろう？？ふしぎ～）わたしは「ばっけみ
そ」が大好きで、こないだ早速仲良しのばーちゃんから手作りの「初物ばっけみ
そ」をもらいました。もう今年はばっけが出てるんだって！はやーい！そしてこの
季節、唐桑ではサヨリがよくあがってます。サヨリはもともと南の方の海でとれる
魚だったみたいだけど、ここ３～４年の間に三陸の海でも獲れるようになって、今
までタラ漁をしていた唐桑の漁師さんたちはタラが不漁だからと、サヨリ漁に切り
替えた人も多いようで、最近よくいただくことがあります。そんなサヨリは１匹１
匹開いて（小さい魚なのでこれがとっても手間がかかって大変！）天ぷらにすると
最高～。そしてなかなか獲れなくなったタラもたまにいただくんですが、これも白
子ポン酢もいいし、白子の天ぷらも最高なんですよね～。いくらでも食べられちゃ
う。いまが旬の牡蠣も、フライよりも天ぷらの方がエマ的には好きなんです。サヨ
リ、タラ、牡蠣、そしてばっけの天ぷら。うわ～、もう最高の天ぷらパラダイスで
すね。うへへ。
あら、今回はすっかり食べ物の話になっちゃいました！てへぺろ！早く春がこない
かな～。そろそろ帰ってくる船のみなさん、ぜひこの季節にしか食べら
れない旬の味を帰港中にぜひ召し上がってくださいね！
鶴亀でもそんな旬のものをお出しできると思いますので、ぜひお立ち寄り
くださーい！（えま）

気仙沼魚市場前で漁師さんの銭湯 『鶴⻲の湯』 と食堂 『鶴⻲食堂』 を経営しております歓迎プロデュースが、世界の海で働くみなさんに勝手
に気仙沼の情報をお送りします！ご意⾒・お問い合わせはこちらまで。 info@kesennuma-tsurukame.com

毎日操業お疲れ様です。
鶴亀食堂も無事に改装工事が終わり、2月23日から営業再開しました！

3週間程お休みだったので、どこに物があるかなどを色んな事を若干忘れか
けて居ましたが、徐々に思い出しつつ今は頑張っています。気仙沼の気温も、
朝は寒いですが日中は暖かくなったりと段々と春が近づいてきてるなぁと感
じます。（ひかる）

昼間は陽が差しぽかぽかと暖かい日が増え、ようやく春がきたかとなんだかうきう
きしています♪この時期といえば「マンボのいちごババロア」が2/15から始まり
ました～！毎年不思議なもので、食べに行かなきゃそわそわするんです（笑）こな
いだシェアメイトと早速行ってみたら、なんと店内満席。外も待ちのお客さんで
いっぱい。あらまっちゃん！「マンボのいちごババロア」最強です。出直しま
す！！
あ、そういえば！例年のごとく今年も大豆畑の準備を始めました～！一昨年は鹿さ
んに食べられ、去年は今度こそと張り切っていたのですが、なかなかうまくいかな
いものです（泣）動物対策は万全だったのですが、虫にやられたのか、収穫量が思

いのほか少なかったです。豆腐にしてもみそにしても普段当たり前の
ように食べていますが、食べ物を作るということはこんなにも大変なことな
んだと日々痛感しています。今年もめげずに豊作目指して頑張りたいです
(‾^‾)ゞ（みどり）
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お店の床の工事も終わり無事におわり、ピカピカになりました！そのお休みのうち
に朝の６時の出勤の時真っ暗だったのが、ちょうど朝日が昇る時間になり、綺麗な
朝日が見られるので、頑張って早起きしています☆
3月3日のひな祭りには、お店でカツオちらし寿司を作りました。季節のイベント
に合わせたお料理や食材を食べるのは本当に幸福感があがりますね♪
それとは少し違いますが、春といえばのお花見ももうすぐかとワクワク
しています♪お外でご飯を食べるのってすごく気持ちいいですよね～
今からあたたかい春が来るのが待ち遠しいです☆(さちを）

毎日操業おつかれさまです。今年は北海道や東北の日本海側では記録的な大雪で、
「もう雪かきはたくさんだ。捨てる場所もない」と連日ニュースになってましたが、
当地方は雪もなく最近は昼間コートを着なくても大丈夫なくらい春を感じられるよ
うになってきました。それでも「寒くねーの？」と聞かれるので「厚めのミート
テックを着てるから大丈夫よ」と自虐ネタでお答えしております。(笑)
さて、ロシアのウクライナへの攻撃もはじまり原油価格はあがるし、為替も上下激
しく、またしても経験したことのない時代が訪れようとしています。第三次世界大
戦なんでまっぴらごめんです。しかし日本人は今回のウクライナの事でアメリカは
日本有事には助けてくれないとわかったはず。いま太平洋の12マイルで数隻のロ
シア船が勝手にサバやイワシを大量に獲っている事も、領空も領海も侵入されても
「遺憾の意を伝える」しか出来ない日本だとわかっているから。どんどん周辺国に
勝手に色々やられているんだなと思っています。やばいよね日本。永世中立国のス
イスでも軍隊があり、自国は自分達で守るを真剣に考えなければならない時代に
なったのではと思っております。
春は別れの季節…またしても私から巣立とうとしている人がおります。
斉藤由貴の「卒業」を口づさんでいたら若手は？？？イルカのなごり雪を
歌ったらますます？？？ジェネレーションギャップを楽しみながら巣立つ
人に幸多かれと思っております。（のりこ）


